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	スライド 2: ○全日本病院協会では2040年を見据えた医療界に向けた提言として、「病院のあり方に関する報告書：2021年版」を発行。 ○健康管理・医療・介護・福祉サービス等を一体的に検討する「地域包括ヘルスケアシステム」の構築を提言。
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